
巻頭企画

⑳ふるさと応援大使リポート⑳⑳⑳ 大使リポートふるさと応援大ふ

国体、２競技で
本市選手が優勝

技
巻頭企画

丹
精
込
め
た
稲
の
収
穫
期
を
迎
え
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
晴
れ
間
を
見

計
ら
っ
て
刈
り
取
り
を
実
施
。
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、

黄
金
色
に
波
打
つ
稲
を
手
際
よ
く
刈
り
取
る
そ
ば
を
、
お
ば
こ
号
が

ほ
ほ
笑
み
か
け
る
よ
う
に
走
り
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
21
日
、
由
利
地
域
久
保
田
で
）
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「アットホームでリラックスできる雰囲気を目指しています」

Q1  

　１.  ３人
　２.  ５人
　３.  ７人

国体で市内選手が優勝
した弓道。何人１チーム？ Q2

　１.  インド
　２.  ベトナム
　３.  タイ

10月に本市を訪れた教育
旅行団。どこの国？

越
川
晃
一
さ
ん（
42
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

コ
シ
カ
ワ
整
体
院
」
で
す
。

施術となると真剣なまなざし（上）
落ち着いた雰囲気の室内（下）

体のゆがみや硬くなった部分を
丁寧に探っていく越川さん

1１1１/ 2020（月
）までまで

11/ 20（月
）まで

読 者
プレゼント

○営業時間 ９:00～19:00
　　　　　 （日曜日は17：00まで）
○休診日…木曜日

コシカワ整体院
カイロプラクティック

「地域の健康のために力になれたら地域の健康のために力になれたら」
《第66回》《第66回》

「地域の健康のために力になれたら」
《第66回》
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本荘地域本荘地域

コシカワ整体院コシカワ整体院
カイロプラクティックカイロプラクティック
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本荘地域

コシカワ整体院
カイロプラクティック

　

物
腰
が
柔
ら
か
く
、
穏
や
か

な
雰
囲
気
の
越
川
さ
ん
。
お
話

し
て
い
る
と
、
自
然
と
こ
ち
ら

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
き
ま
す
。
施
術
の

雰
囲
気
を
少
し
だ
け
体
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
痛
さ

は
な
く
、
と
て
も
心
地
よ
い
力

加
減
。
短
時
間
で
も
体
が
ぽ
か

ぽ
か
し
、
血
行
が
良
く
な
っ
た

の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

越
川
さ
ん
の
理
想
は
、
み
ん

な
が
健
康
な
地
域
で
あ
る
こ
と
。

整
体
に
限
ら
ず
、
健
康
に
過
ご

せ
る
た
め
の
方
法
を
ど
ん
ど
ん

学
ん
で
い
き
た
い
と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。

飛鳥大橋

●
由利高校

●内越
保育園

10505105

至大内

●

マックスバリュ
　新川口店
●

スバリュュュ
口店店 コ

シ
カ
ワ

　

整
体
院

■
あ
ら
ま
し

　

若
い
こ
ろ
か
ら
「
手
に
職
を

付
け
た
い
」
と
考
え
て
い
て
、

高
校
卒
業
後
に
整
体
の
専
門
学

校
に
進
学
。Ｏ
Ｂ
の
先
生
の
と
こ

ろ
で
働
い
て
経
験
を
積
ん
で
か

ら
、
平
成
10
年
に
地
元
に
戻
っ

て
開
業
し
た
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
は
、
骨
格
本
来
の
機

能
を
取
り
戻
し
、
体
の
回
復
力

を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
。

ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
カ
イ
ロ
は
手
、

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
技
術
を
意

も
に
、
症
状
が
出
に
く
く
な
る

よ
う
姿
勢
や
生
活
習
慣
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

■
よ
ろ
こ
び

　
「
調
子
が
良
く
な
っ
た
」「
症

状
が
軽
く
な
っ
た
」
と
い
う
感

謝
の
言
葉
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
聞

け
る
仕
事
。
そ
う
い
っ
た
言
葉

を
い
た
だ
け
て
、
こ
ち
ら
も
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
お

客
さ
ん
が
家
族
や
友
達
を
紹
介

し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

ん
な
と
き
は
「
信
頼
し
て
も
ら

え
た
の
か
な
」と
う
れ
し
く
な
る
。

■
こ
れ
か
ら

　

自
分
の
腕
を
磨
い
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
地
域
の
健
康
の
あ
り
方
を
み

ん
な
で
一
緒
に
勉
強
し
て
い
け

る
よ
う
な
取
り
組
み
に
協
力
し

た
い
。
例
え
ば
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
は
病
院
の
治
療
と
は

違
っ
て「
治
す
」の
で
は
な
く「
改

善
す
る
」
と
い
う
考
え
方
。
そ

れ
ぞ
れ
に
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
病
院
や
整
体
院

な
ど
の
枠
を
越
え
て
、
個
々
の

健
康
の
た
め
に
何
が
一
番
い
い

か
み
ん
な
で
考
え
ら
れ
る
地
域

に
な
る
よ
う
、
自
分
も
何
か
力

に
な
れ
た
ら
。

味
す
る
造
語
。
そ
の
言
葉
の
と

お
り
、
お
客
さ
ん
の
体
の
状
態

を
な
る
べ
く
自
分
の
手
で
確
か

め
、
手
で
ほ
ぐ
し
て
整
え
て
い

く
の
が
越
川
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
。

■
施
術

　

横
に
な
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

も
ら
い
、
普
段
の
仕
事
や
生
活

の
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
聞
き
な
が
ら
、
腰
や
背
中
、

肩
な
ど
の
状
態
を
確
認
し
、
人

そ
れ
ぞ
れ
の
体
の
凝
り
や
癖
を

把
握
し
て
い
く
。
経
験
を
積
む

ご
と
に
手
か
ら
伝
わ
る
感
覚
で

わ
か
る
こ
と
が
増
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
客
さ
ん
に
合
っ
た
体
の

ほ
ぐ
し
方
が
つ
か
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

客
層
は
学
生
か
ら
年
配
の
方

ま
で
幅
広
く
、
手
に
込
め
る
力

の
強
さ
も
調
節
し
な
が
ら
施
術

し
て
い
る
。
肩
こ
り
や
腰
痛
に

悩
ん
で
来
院
す
る
方
が
多
く
、

日
頃
の
凝
り
を
解
消
す
る
と
と
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小野さん 、堂々の２冠達成
「世界と戦うにはこれからが重要。集中して取り組む」

県体育
協会

　スプリント・カヤックシングル成年女子に
出場した小野祐佳さん（27歳・県体育協会・石
脇）は２日実施の500㍍と４日に行われた200
㍍を制し、成年女子で２冠を果たした。「今年
中に目標タイム（500㍍で１分54秒台）をク
リアし、両種目での優勝が目標だった。練習
で取り組んできたことが少し実践できたので、
次につながるレースになった」と振り返る。
　本荘高校３年の時、「おおいた国体」の少年
女子で２種目を制覇している小野さんだが、
この春、本格復帰したばかり。大学卒業以来、
４年ぶりの国体出場にあたり、準備したポイ
ントなどを聞くと「ピッチが遅いので、全体
的にピッチ数を上げるレース展開を描いて練
習した。それが日本スプリント選手権（９月）
のレースよりも実践できた」と。
　競技に戻り、以前に増して自らに対する応
援の大きさを感じると言う。「周りの人の応援
がとても力になりました。復帰したことを知
る人がだんだん増えてきて、多くの人が応援
してくれていることがありがたいです」。
（公財）県体育協会に勤務しながら、日本代表
メンバーとして石川県などを拠点にトレーニン
グする日々。国体の後も、そのまま中国上海
でのアジア選手権大会へ向かった。「国内で
勝つことは今年１年で間に合ったが、世界と
戦うにはここからが重要になる。2019年の世
界選手権（ハンガリーセゲド、８月）で、東京
オリンピックの出場枠が決まる。まずはその
枠を勝ち取ること。気持ちを新たに、集中し
て取り組む」とさらなる強化を誓った。
　小野さんは少年男子・松川君の成長を喜ぶ。
「昨年までの教え子の優勝が自分のことよりも
断然うれしかった！ ほかにも３人の高校生が
おり、全員で国体はもちろん、国際大会に出ら
れる日がくるのも楽しみです」と話し、チーム
由利本荘で活躍する夢を追っている。

「２０２０東京オリンピックの出場枠を勝ち取りたい」。アジア選手権大会は
500㍍で４位、200㍍で５位となり、さらにステップアップを誓う小野さん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月17日、中国上海で）

夢
は「
チ
ー
ム
由
利
本
荘
」で
の
活
躍
。

！

（　）

3

　スプリント・カヤックシングル少年男子に
出場した松川瑛君（本荘高校１年・御門）は
２日に行われた500㍍で４位入賞、４日の
200㍍では初出場で初優勝を飾った。
　松川君は500㍍の準決勝をトップで通過し
決勝へ。「スタートダッシュから中盤はピッチ
を変え、パドルを強く引いてスピードを保ち、
終盤で勝負を懸けたものの、スピードを上げ
きれず、４位で悔しい思いをした」。
　８月の全国高校総体（インターハイ）の同
種目は準決勝で敗れた松川君にとって２、３
年生に混じっての４位入賞は大躍進。昨年は
全国中学大会で優勝しており「１年生のライ
バルには負けたくない」との強い気持ちでト
レーニングを重ねてきた努力の成果が出た。
　そして臨んだ200㍍。「500㍍とは漕ぎ方が
違う。200㍍の方が得意なので、思い切って
いけた」。予選をトップで通過し、準決勝から
決勝の舞台へ。
　「200㍍のレースは連続でダッシュするよう
なイメージだが、後半に失速してしまって負
けていた。そのため、後半の100㍍でもパド
ルを引く力を強くしてスピードを落とさず、
最後まで漕ぎ切ることだけを考えた」と言う。
　500㍍決勝の上位メンバーが艇を並べた決
勝は大接戦に。松川君は２位に０.039秒差を
付けて逃げ切り、初優勝を手中にした。
　最近は国内外の大会に出場し、数多くの経
験を積んできた。「海外の大会に遠征すると、
外国人選手にはフィジカル（肉体的）な強さ
を感じる。その差を埋めるため、懸垂などを
取り入れ、筋力を鍛えている」と話す。
　成年女子・小野さんとともに国体の頂点に
立った松川君。「来年はアジア大会がある。世
界ジュニア選手権大会の出場枠を狙っていき
たい。身近で大きな存在の小野先輩と頑張っ
ていく」と決意を新たに、先を見据える。

「世界ジュニア選手権大会の出場権を狙っていく」。第１位の賞状を手に、
より大きなレースでの活躍を目指して国内外の遠征を重ねている松川君。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10月12日、アクアパル前で）

栄 

光

松川 君 、初出場で頂点に
「世界ジュニア選手権の出場枠を狙っていきたい」

（　）本荘高
１年

第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ国体」のカヌー競技（スプリント・カヤックシングル）
が10月１日～４日、大洲市の鹿野川湖特設コースで開かれ、本市の男女２選手が優勝を飾った。

こ
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弓道競技・遠的の少年女子で初優勝を遂げた高橋りのさん（右）と
菊地優奈さん（左）が賞状を手に。（10月13日、由利高校弓道場で）

「
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」の
未
来
を
築
く
力
に
。

！

優勝報告を終えて。左から越後谷真悦校長、
佐々田教育長、菊地さん、高橋さん、顧問の
横屋道子先生　（同月５日、西目総合支所で）

成年男子・近的では成田さんが準優勝。競技力の高さと選手層の厚さを誇る

5

　弓道競技の本県チームには、高橋りのさん
（由利高校３年・大鍬町）が選手として、菊地
優奈さん（同３年・岩野目沢）がサポート要員
として参加した。
　国体では、１チーム３人の同じ選手が近的
と遠的の２種目に出場する。予選は12射（１人
４射）を２回行い、近的は28㍍先の直径36㌢
の的を射る矢の本数で、遠的は60㍍先の直径
100㌢の得点的に当たった合計点で競う。
　高橋さんは「由利高校は県大会より上に行
けず、私自身も昨年のミニ国体（東北大会）
で負けて本大会に出られなかった。『今年こそ
は国体で良い成績を残したい』という気持ち
で臨んだ」と話し、菊地さんは「サポーター
として選抜された選手が万全の状態で試合に
臨めるよう、雑務や声かけに徹した」と話した。
　近的は９日に行われ、本県チームは２中差
で予選敗退。「今までに体験したことのない緊

栄 

光

◇「栄光」コーナーでは、子どもたちの県大会優勝または全国大会上位入賞、成人の全国レベルの表彰を紹介しています。広報課までお知らせください。

由利高
３年

少年女子・遠的　光る活躍、  本県を初優勝に導く

高橋さん、菊地さん　　  支え合う

張感で、自分たちの射ができなかった。しかし、
２回目は緊張にも打ち勝ち、皆中できた」（高
橋さん）。大会の雰囲気に慣れるに従い、それ
ぞれの力を発揮する下地が整っていった。
　遠的は翌10日、無風の中で予選と決勝トー
ナメントが行われた。「遠的はミニ国体でも良
い結果だったので、不安はなく、堂々と矢を
放つことができた」（高橋さん）。そして予選
を５位で通過し、決勝へ。
　三番手を務めた高橋さんは「前の二人が当
てると、『私も当てなきゃ』となり、前が当た
ってない時は『ここで当てて、ムードを変え
なきゃ』とプレッシャーになった」と話すが、

（　）

菊地さんは「１年生からそばで見てきた。実
力があるからこそ、三番手という大役を務め
られたのだと思う」と高橋さんをたたえた。
　決勝トーナメントでは初戦を神奈川に競り
勝って波に乗り、準決勝、決勝では他県を寄
せ付けず圧勝。初優勝を飾った。「私は遠的を
週末しか練習できなかった。練習量が少なく、
勢いに任せるしかなかったが、それが奏功し
た」。（高橋さん）
　本県チームの弓道競技での初優勝は、昨年
の「いわて国体」での成年女子・近的に続く
快挙で、昨年の初優勝も本市の３選手が達成
したものだ。
　２人に今後の抱負を聞くと、高橋さんは「高
校卒業後も地元に残り、弓道を続ける。県代
表として成年の部で再び国体出場を目指して
頑張りたい」と話した。菊地さんも「地元か
どうかはわからないが、これからも弓道に関

わっていきたい」と思いを語り、ほほ笑んだ。
　10月５日、報告を受けた佐々田教育長は「初
優勝、おめでとうございます。国体での弓道
の活躍は素晴らしく、今後も競技の振興や
『スポーツ立市』の未来を築く力になってく
ださい」と努力をたたえ、２人を激励した。
　なお、弓道競技の成年男子・近的は12日に
行われ、本県チームが１中差で準優勝に輝いた。
三番手として出場した成田祐也さん（34歳・
鮎瀬）は「初出場の若い選手と組み、チーム
を引っ張る立場だった。予選では力が出し切
れず、決勝で挽回に努めたが、最後の１射が
届かなかった」と振り返った。

「愛顔つなぐえひめ国体」の弓道競技が９月９日～12日、松山市の県総合運動公園
  弓道場で開かれ、少年女子・遠的で本市の２選手が初優勝の快挙を成し遂げた。



小友保育園園舎移転新築工事安全祈願祭
秋田CARAVAN MUSIC FES 2017オープニングセレモニー
子吉川レガッタ2017開会式
五役・部長・支所長会議
笹子地区行政協力員連絡協議会 行政懇談会・懇親会
全国市町村交流レガッタ由利本荘大会実行委員会
全国和牛能力共進会 審査視察（仙台市）
ねんりんピック秋田2017剣道交流大会 開始式
五役会議
ねんりんピック秋田2017剣道交流大会 表彰式
由利組合総合病院運営委員会・懇親会
ねんりんピック秋田2017ソフトボール交流大会 視察
岩城地域敬老会
市議会決算審査特別委員会（主査報告）
市議会各議員連盟合同解散総会
小友財産区管理会
パークゴルフ東北交流大会in八塩 開会式・始球式
松ヶ崎地区敬老会
南内越地区敬老会
鳥海地域敬老会
市議会定例会本会議（閉会）
東由利地域敬老会
大内地域敬老式
石沢財産区議会定例会
全国ボート場所在市町村協議会加盟市町村議会議長懇話会
全国市町村交流レガッタ由利本荘大会 開会式・歓迎レセプション
全国市町村交流レガッタ由利本荘大会 表彰式
五役会議
国民体育大会・全国障害者スポーツ大会由利本荘市壮行会
市青少年ハンガリー友好交流訪問団派遣報告会
弾道ミサイルを想定した住民避難訓練（西目地域）
石脇財産区議会定例会
本荘高校同窓会創設110周年記念式典

9月1日㈮
2日㈯
3日㈰
4日㈪
5日㈫
7日㈭
9日㈯
10日㈰

11日㈪

12日㈫
13日㈬

14日㈭

15日㈮
16日㈯

17日㈰

18日㈪
19日㈫
20日㈬
21日㈭
22日㈮

23日㈯

24日㈰
25日㈪

26日㈫

27日㈬

30日㈯

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

合　計

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い

副市長交際費執行状況 （円）
支出日 支出額支　出　内　容

合　計

9月6日
23日

6,000
6,000
12,000

青森県旅行業協会モニターツアー交流懇親会会費（小野副市長出席）
全国市町村交流レガッタ由利本荘大会レセプション会費（両副市長3,000円×２）
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◆「市長の行動」報告（９月分）

　

タ
イ
王
国
の
バ
ン
コ
ク
・
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
教
育

旅
行
団
の
児
童
や
生
徒
な
ど
48

人
が
、
10
月
11
日
か
ら
14
日
に

か
け
て
由
利
高
校
や
本
荘
高
校

と
の
交
流
な
ど
を
行
う
た
め
本

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
カ
レ
ッ
ジ
は
タ
イ
で
最
も

歴
史
の
あ
る
小
中
高
一
貫
の
私

立
男
子
校
で
、
今
回
の
来
市
は

長
谷
部
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

12
日
に
は
教
育
旅
行
団
の
メ

ン
バ
ー
が
由
利
高
校
を
訪
れ
、

弓
道
を
体
験
し
た
ほ
か
、
タ
イ

の
踊
り
や
秋
田
の
民
謡
を
披
露

し
合
う
な
ど
生
徒
た
ち
と
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
人
権
擁
護
委
員
を

退
任
さ
れ
た
髙
橋
榮
子
さ
ん

（
70
歳
・
西
目
町
西
目
）
に
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
２
期

６
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
委

員
を
務
め
、
人
権
や
人
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
積
極
的
に
学

び
、
悩
ん
で
い
る
人
の
相
談
に

応
じ
て
き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
髙
橋

さ
ん
は
「
大
き
な
役
を
無
事
に

終
え
ら
れ
て
今
は
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
話
を
聞
い
て
も
ら
っ

て
良
か
っ
た
と
い
う
言
葉
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、

気
持
ち
を
軽
く
す
る
お
手
伝
い

が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
」

と
頬
を
緩
め
ま
し
た
。

タ
イ
王
国
教
育
旅
行
団

市
内
の
高
校
と
交
流　

人
権
擁
護
委
員
を
２
期
６
年　

髙
橋
榮
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

本
年
度
の
秋
田
県
優
良
中
小

企
業
者
表
彰
式
で
、
本
市
の
廣

瀬
産
業
㈱
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
産
業
㈱
は
、
安
定
し
た

受
注
ル
ー
ト
を
確
立
し
な
が
ら
、

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
防
寒
服
や
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
ポ
ン
チ
ョ
を

開
発
し
て
独
自
の
販
路
を
拡
大

す
る
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に

積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
、

地
元
の
高
校
生
な
ど
地
域
の
雇

用
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
徹
代
表
取
締
役
は
「
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
、
地

域
の
人
た
ち
に
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
会
社
に
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

廣
瀬
産
業
㈱

県
優
良
中
小
企
業
者
表
彰
を
受
賞

　

社
会
福
祉
の
向
上
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
を
顕
彰
し
、
感
謝

の
意
を
表
す
る
市
社
会
福
祉
大

会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
・
佐
々
木
保
之
会
長
）
が
10

月
18
日
に
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ

れ
、
市
民
や
福
祉
関
係
者
な
ど

約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
本
年
度
の
顕
彰

者
22
個
人
・
３
団
体
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
県
共
同
募
金
会

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
障
が
い
者
施
設

に
よ
る
作
品
の
展
示
・
販
売
や

作
助
劇
団
び
ゃ
っ
こ
（
大
仙

市
）
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
多

田
千
尋
館
長
に
よ
る
「
木
育
が

地
域
を
支
え
る
〜
子
ど
も
と
お

年
寄
り
を
つ
な
ぐ
〜
」
と
題
し

た
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
社
会
福
祉
大
会

22
個
人
・
３
団
体
を
顕
彰

　

本
市
が
昨
年
11
月
に
締
結
し

た
「
フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
連
携
協
定
」
に
基
づ

く
「
平
成
29
年
度
フ
ッ
ト
サ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
10
月
１
日
、

西
目
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
、
76
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
東
北
唯
一
の
Ｆ
リ
ー
グ
チ

ー
ム
「
ヴ
ォ
ス
ク
オ
ー
レ
仙

台
」
か
ら
講
師
を
迎
え
て
行
う

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
３
月
に
続

き
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
Ｕ
12
（
小
学

生
）
・
Ｕ
15
（
中
学
生
）
・
Ｕ
18

（
高
校
生
）
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
に
比
べ
コ
ー
ト
の
狭

い
フ
ッ
ト
サ
ル
だ
か
ら
こ
そ
必

要
と
さ
れ
る
「
素
早
く
正
し
い

判
断
」
の
重
要
性
な
ど
、
日
本

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
指
導

に
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
９
日
に
は
ヴ
ォ

ス
ク
オ
ー
レ
仙
台
か
ら
の
招
待

で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加
し
た

小
学
生
31
人
が
、
ゼ
ビ
オ
ア
リ

ー
ナ
仙
台
で
Ｆ
リ
ー
グ
公
式
戦

を
観
戦
し
ま
し
た
。

　

間
近
で
見
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
選
手
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
そ
し

て
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
講
師
を
務
め

た
選
手
の
ゴ
ー
ル
な
ど
に
子
ど

も
た
ち
は
大
興
奮
の
様
子
で
、

応
援
に
も
力
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、

試
合
終
了
後
に
は
選
手
と
一
緒

に
記
念
の
写
真
撮
影
を
し
た
り

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
交
流
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
で
フ
ッ
ト
サ

ル
熱
が
高
ま
り
、
将
来
日
本
を

代
表
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
本
市

か
ら
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク　

子
ど
も
た
ち
が
国
内
最
高
峰
の
技
術
を
体
感

石川善兵衛翁植林記念祭祝賀会会費（　阿部副市長）
貝沢開基400年記念祝賀会会費（　阿部副市長）
秋田建築労働組合創立60周年記念祝賀会会費（　建設部長）
高橋優氏表敬訪問時特産品お土産
笹子地区行政協力員連絡協議会行政懇談会懇親会会費
畑中喜右衛門慰霊祭懇親会へ寸志（　由利総合支所長）
日本体育大学表敬訪問時特産品お土産
タイ王国S.M.Iグループ代表菊地久夫氏表敬訪問時特産品お土産
由利本荘地区沿岸防犯協会総会懇親会会費（　阿部副市長）
全国市町村交流レガッタ由利本荘大会レセプション会費
ウラジオストク市露国遭難漁民慰霊団歓迎会会費（　小野副市長）
本荘高校同窓会創設110周年記念祝賀会会費（　小野副市長）

9月1日

3日

4日
5日
7日
12日
19日
20日
23日
24日
30日

3,000
5,000
10,000
4,298
1,500
3,160
3,348
3,315
5,000
3,000
6,000
8,000
55,621

◆市長交際費の報告
（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
5,000

件　　　　　数
１　件

○代

○代

○代

○代

○代
○代

○代
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市 政 情 報

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎
24―

６
２
３
８

市政情報

11
月
５
日
㈰
「
津
波
防
災
の
日
」

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
津
波
対
策
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
次
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈰　

10
時

対
象
地
域　

本
荘
地
域
沿
岸
部
、

岩
城
地
域
、
西
目
地
域

○
津
波
か
ら
自
分
や
家
族
の
身
を

守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
普
段
か
ら
意
識
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

・
沿
岸
部
で
地
震
が
発
生
し
た
ら
、

　

津
波
の
発
生
を
疑
い
、
急
い
で

　

高
い
場
所
に
逃
げ
る
。

・
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る

　

た
め
、
避
難
後
は
津
波
警
報
が

　

解
除
さ
れ
る
ま
で
低
い
場
所
へ

　

戻
ら
な
い
。

・
避
難
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

　

家
具
な
ど
の
倒
壊
防
止
対
策
を

　

し
て
お
く
。

・
非
常
持
ち
出
し
品
（
食
料
や
飲

　

料
水
、
医
薬
品
な
ど
）
を
あ
ら

　

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
。

市政情報

高
齢
者
世
帯
な
ど
の

除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
家
庭
を

対
象
に
、
出
入
り
口
・
通
路
確
保

の
た
め
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
ま
す
。

対
象　

自
宅
に
居
住
す
る
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
・
一
人

暮
ら
し
の
身
体
障
が
い
者
で
、
自

力
で
の
除
雪
が
困
難
で
あ
り
、
親

類
や
近
隣
か
ら
の
援
助
を
得
ら
れ

な
い
方

利
用
料
金　

無
料

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈬

※

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

市政情報

11
月
５
日
㈰
〜
11
日
㈯
は
秋
の
火
災
予
防
運
動

「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
火
災
予
防
を
日
常
生

活
か
ら
心
掛
け
、
高
齢
者
の
方
を

は
じ
め
と
し
た
皆
さ
ん
の
生
命
と

財
産
を
守
る
事
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

○
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
に
ス
ト

　

ー
ブ
を
置
か
な
い

○
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干

　

さ
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は

　

必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

○
煙
突
の
壁
体
貫
通
部
に
は
必
ず

　

メ
ガ
ネ
石
を
付
け
る

○
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

　

置
か
な
い

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
全
て
の

住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

お
宅
は
速
や
か
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

※

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
の

寿
命
は
10
年
が
目
安
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
か
点

検
ひ
も
を
引
っ
張
り
、
定
期
的
に

作
動
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

市政情報

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

平
成
30
年　
「
成
人
式
」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
支
援
課

☎
24―

６
３
２
２

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　

広報ゆりほんじょう 平成29年11月１日号

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

☎
32―

１
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

☎
24―

６
３
４
０

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎
24―

６
２
３
８

対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

会
場　

カ
ダ
ー
レ
大
ホ
ー
ル

期
日　

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

日
程　

正
午
〜
開
場
・
受
け
付
け

　
　
　

13
時
〜
成
人
式
式
典

　
　
　

14
時
〜
新
成
人
の
つ
ど
い

■
案
内
状
の
発
送

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
新
成
人

と
市
内
11
中
学
校
の
卒
業
生
（
平

成
24
年
度
卒
業
生
＝
平
成
25
年
３

月
卒
業
）
へ
、
11
月
中
旬
に
案
内

状
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※

た
だ
し
、
世
帯
全
員
が
由
利
本

荘
市
外
に
転
出
さ
れ
た
場
合
は
案

内
状
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
本
人
ま
た
は
知
人
が
該
当
さ

れ
る
方
は
、
11
月
10
日
㈮
ま
で
に

そ
の
方
の
「
現
在
の
住
所
・
氏

名
」
を
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
ご
家
族
の
方
へ

　

当
日
は
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
に
な

る
こ
と
か
ら
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん

の
臨
席
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
駐
車
場
・
送
迎
バ
ス

　

カ
ダ
ー
レ
の
駐
車
場
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
新
成
人
な
ら
び

に
ご
家
族
用
の
駐
車
場
は
、
市
役

所
駐
車
場
と
カ
ダ
ー
レ
第
２
駐
車

場
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
荘
地

域
以
外
は
各
総
合
支
所
前
な
ど
か

ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
案
内

状
に
同
封
す
る
予
定
で
す
。

■
新
成
人
の
つ
ど
い

　

14
時
か
ら
の
「
新
成
人
の
つ
ど

い
」
は
、
新
成
人
実
行
委
員
会
に

よ
る
企
画
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

市政情報

「
地
域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」

固
定
資
産
税
を
使
用
期
間
相
当
分
減
免
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
除
排
雪
の
促
進
を
図
り
、
住
宅

密
集
地
の
空
き
地
な
ど
を
雪
置
き

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
「
地

域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

町
内
会
な
ど
が
冬
期
間
、
空
き

地
な
ど
の
土
地
所
有
者
か
ら
土
地

を
借
り
受
け
、
雪
置
き
場
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
市
に
届
け
出
た

場
合
に
、
提
供
さ
れ
た
土
地
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
を
使
用
期
間

相
当
分
減
免
し
ま
す
。

　

な
お
、
雪
置
き
場
の
管
理
運
営

は
町
内
会
な
ど
が
自
ら
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

雪
置
き
場
の
基
本
要
件

○
町
内
会
な
ど
の
範
囲
に
属
し
、

　

ま
た
は
隣
接
す
る
土
地

○
土
地
の
広
さ
が
お
お
む
ね
１
５

　

０
〜
５
０
０
平
方
㍍

○
町
内
会
な
ど
と
土
地
所
有
者
が
、

　

書
面
に
よ
り
土
地
使
用
貸
借
契

　

約
（
無
償
）
を
締
結
し
た
も
の

○
固
定
資
産
税
の
評
価
地
目
が
宅

　

地
お
よ
び
宅
地
比
準
雑
種
地
で

　

あ
る
こ
と
（
農
地
、
山
林
、
原

　

野
は
対
象
外
）

※

こ
の
ほ
か
、
雪
置
き
場
に
通
じ

る
道
路
の
通
行
に
制
限
が
な
い
こ

と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
予
定
地
が
事
業
対
象
に
当
て

は
ま
る
か
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

11
月
30
日
㈭

市政情報

11
月
14
日
㈫　

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
る
た
め
、
総
務
省
消
防

庁
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達

体
制
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
る
た

め
の
試
験
放
送
で
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

11
月
14
日
㈫　

11
時
頃

情
報
伝
達
手
段　

防
災
行
政
無
線

（
全
市
域
）
の
試
験
放
送
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
音
声
告
知
端
末
の
試
験
放
送
、

消
防
防
災
メ
ー
ル
登
録
者
へ
の
試

験
配
信

試
験
放
送
・
配
信
内
容

　

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
と
い
う
試
験
放
送
と
、

消
防
防
災
メ
ー
ル
配
信
が
行
わ
れ

ま
す
。

※

災
害
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
22―

４
２
８
７

本
荘
消
防
署

☎
22―

０
０
１
１

矢
島
消
防
署

☎
55―

２
１
１
１

ス
ト
ー
ブ
火
災
を

　
　
　
　

 

防
止
す
る
た
め
に

日
常
で
火
災
を

　
　
　

 

起
こ
さ
な
い
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

 

設
置
し
ま
し
ょ
う

住宅用火災警報器の設置場所

●取り付けが義務
・寝室（全ての階）
・階段の上（寝室が２階以上の階に
　ある場合）
●取り付けを奨励
・台所
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鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

お
得
な
市
民
シ
ー
ズ
ン
券
を
販
売
し
ま
す

広報ゆりほんじょう 平成29年11月１日号

　

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の
シ

ー
ズ
ン
券
を
、
市
民
の
方
に
割
引

し
て
販
売
し
ま
す
。

　

県
内
提
携
ス
キ
ー
場
・
岩
手
県

提
携
ス
キ
ー
場
に
シ
ー
ズ
ン
券
を

持
参
し
た
場
合
、
１
日
券
が
大
人

千
円
引
き
、
子
ど
も
５
０
０
円
引

き
で
購
入
で
き
ま
す
。

市
民
シ
ー
ズ
ン
券
料
金

・
大
人　
　
　

１
万
７
５
０
０
円

・
シ
ル
バ
ー
（
60
歳
以
上
）

※

昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

　

れ
の
方　
　

１
万
４
４
０
０
円

・
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
０
０
円

・
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
学

　

生　
　
　
　

１
万
５
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

購
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
の
書
類
な
ど
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
顔
写
真
（
縦
４
㌢×

横
３
㌢
）

　

２
枚

②
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

　

ど
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認
で

　

き
る
も
の
（
高
校
生
・
県
立
大

　

生
は
学
生
証
も
提
示
）

※

郵
送
受
取
希
望
の
場
合
は
郵
送

料
３
９
２
円
加
算
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
先　

11
月
６
日
㈪
〜
12

月
１
日
㈮
ま
で
、
矢
島
総
合
支
所

産
業
課
に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
９
時
〜
16
時
。
平
日
の
み
）

※

リ
フ
ト
券
の
引
き
渡
し
は
12
月

に
入
っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

※

12
月
４
日
以
降
は
、
鳥
海
高
原

矢
島
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
券
売
り
場

に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。
（
９
時

〜
16
時
。
ナ
イ
タ
ー
営
業
時
は
20

時
）

※

市
民
シ
ー
ズ
ン
券
申
込
書
は
、

市
観
光
文
化
振
興
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
産
業
課
に
も
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
矢
島
ス
キ
ー
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
12
月
１
日
ま
で（
平
日
の
み
）

矢
島
総
合
支
所
産
業
課

☎
55―

４
９
５
３

▼
12
月
４
日
以
降

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場

☎
56―

２
１
８
２

チゴモズ

鳥海山･飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　  水と命の循環」
【第35回】

希少種保護増殖等専門員

長船　裕紀 さん

鳥海南麓自然保護官事務所
（猛禽類保護センター・鳥海イヌワシみらい館）

庄内砂丘が支える地域産業と
　　　　　　チゴモズの関係

Mt.Chokai＆Tobishima Island Geopark

鳥海山・飛島ジオパーク

◎
矢
島
ス
キ
ー
場
シ
ー
ズ
ン
券
出

　

張
販
売

①
11
月
19
日
㈰　

10
時
〜
15
時

カ
ダ
ー
レ
２
階　

会
議
室
１
・
２

②
11
月
23
日
㈭　

10
時
〜
15
時

ネ
ク
サ
ス
由
利
本
荘
店

※

出
張
販
売
時
に
申
し
込
み
さ
れ

る
場
合
は
、
必
要
な
写
真
を
そ
の

場
で
撮
影
し
ま
す
。

　国道7号や112号沿いを走ると、ベル
ト状の海岸林を想像しがちですが、実
はかなりの面積で農地と砂防林がモザ
イク状に広がっています。農地と砂防
林が描く縞模様は、庄内砂丘特有の森
林景観といえます。このクロマツ林を
主体とした砂防林は、農地や集落を囲
むように整備されており、飛砂や潮風
による被害を防いでいます。これらの
農地ではメロン栽培が盛んで、庄内砂
丘メロンとして地域の特産品になって
います。
　そんな環境にチゴモズ（稚児百舌）
という極めて希少な鳥類が生息してい
ます。モズより小さく、一休さんのよ
うな青灰色の頭部が特徴です。チゴモ
ズはこの30年ほどの間に全国の生息地
の約80％で見られなくなり、絶滅危惧
ⅠA類（環境省）に選定されています。
　ところが近年の生息調査で、庄内砂
丘には多くのチゴモズが生息している
ことに加え、砂防林の林縁を好んで生
活していることがわかりました。なん
と、庄内地域は全国屈指の生息数と示
唆されています。このモザイク状の砂
防林がもたらす林縁の多さこそ、チゴ
モズが多い秘訣かもしれません。
　クロマツ林（砂
防林）は砂丘地農
業を守り、人々の
暮らしを支えると
ともに人知れずチ
ゴモズの命をはぐ
くんでいたのです。

　この事業は、宝くじの事業収入を財源として実施されており、本年度
本市においては、由利地域の南福田集会所に折りたたみテーブルやエア
コンなどが整備されました。今後さまざまな地域コミュニティー活動へ
の活用が期待されます。

宝くじ「コミュニティ助成」
集落集会所の設備整備に活用

　

 「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
民
と
共

に
歩
む
市
政
運
営
を
図
る
広
聴
活

動
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、

全
て
市
長
が
目
を
通
し
た
上
で
、

関
係
部
署
で
内
容
を
調
査
・
検
討
し
、

市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
、
率
直
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
紙　

下
段
の
太
線
に
沿
っ
て

切
り
取
る
と
、
専
用
の
封
筒
に
な

り
ま
す
。
切
手
を
貼
っ
て
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
提
案
箱　

市
役
所
１
階
に

設
置
し
て
い
る
「
市
民
提
案
箱
」
か

ら
も
投
稿
で
き
ま
す
。

■
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

23
―
２
２
７

０
（
秘
書
課
宛
て
）

■
電
子
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

hisyo@
city.yurihonjo.lg.jp

■
書
き
方
・
注
意
事
項　

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
や
電
子
メ
ー
ル
は
標
題
に

 「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
明
記
の
上
、

ご
意
見
な
ど
を
自
由
に
お
書
き
く

だ
さ
い
。

▼
内
容
例　

安
心
・
安
全
、

健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に

必
要
だ
と
感
じ
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
対
策
。
市
政

に
対
す
る
夢
や
ア
イ
デ
ア
。

制
度
に
つ
い
て
の
疑
問
や

質
問
な
ど…

。

　

氏
名
・
連
絡
先
を

　

ご
記
入
く
だ
さ
い

　

内
容
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
、
後
日
、
担
当
部

署
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
」
は
支
障
の
な

い
限
り
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
回
答
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
返
答
で
き
か
ね

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
匿
名
に
よ
る
も
の
▽
特
定
の
個

人
や
団
体
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
内

容
▽
直
接
、
市
政
に
関
わ
り
の
な

い
事
項
▽
趣
旨
が
不
明
確
な
も
の
、

な
ど

お手数ですが
82円切手を
お貼りください

24
―
６
２
０
３

問
い
合
わ
せ
先

　

秘  

書  

課

と
う
か
ん

ひ 

ぼ
う

●宛先を下にし
て、のりしろを
図のように貼り
合わせます。







Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
秋
田

　

県
外
に
在
住
し
、
秋
田
県
内
で
の

就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し
た

フ
ェ
ア
で
す
。
県
内
企
業
ブ
ー
ス
に

よ
る
企
業
説
明
会
や
、
就
職
相
談
・

移
住
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。
帰
省

す
る
ご
家
族
や
学
生
、
お
知
り
合
い

の
方
な
ど
に
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

日
時　

12
月
30
日
㈯　

正
午
〜
15
時

会
場　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー　

ア
ル

　

ヴ
ェ
１
階　

き
ら
め
き
広
場

問
い
合
わ
せ　

県
あ
き
た
未
来
創
造

　

部　

移
住
・
定
住
促
進
課　

☎
０

　

１
８
ー
８
６
０
ー
１
２
３
４

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

11
月
の
出
張
結
婚
相
談

　

会
員
登
録
や
お
相
手
の
検
索
、
結

婚
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
各
開
設
日

の
２
日
前
ま
で
に
相
談
者
ご
本
人
が

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
19
日
㈰
・
29
日
㈬

　
　
　

11
時
〜
16
時

会
場　

矢
島
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
矢
島
駅
内
）

予
約　

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
０
４
１
３
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※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

㋕カダーレ  ㋐アクアパル  　総合体育館  ㋛シーガル総

水
木

金

土

日

月
火
水

木

金

土

日

㋐　休館日

　市内にある２カ所の防災関連施設を巡り、
地震や火事の疑似体験を通して防災への意識
を高めましょう。
日時　11月17日㈮　12時50分～16時半
行き先　秋田県防災学習館、由利本荘市防災
　拠点消防庁舎
出発・到着地　カダーレ 第２駐車場
定員　25人（参加無料・要申し込み）
申し込み・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

　キーボードの演奏とともに朗読の世界を楽
しみませんか？　「本からきこえる音楽」を
テーマに、平岩弓枝、中田永一、向田邦子、
谷川俊太郎などの小説やエッセイの朗読と、
キーボードによる演奏を行います。
日時　11月４日㈯　13時半～14時半
ところ　岩城図書館
出演　朗読サークル「いちごばたけ」会員　ほか
※参加無料・申し込み不要
問い合わせ　岩城図書館　☎７３－３６７３

由利耕心大学　10時～15時　㋛

第65回東北地区算数・数学教育研究
 （秋田・本荘由利）大会　記念講演　14時半～15時40分　㋕

食と農を基軸として地域と一体となった
　　　　  協同活動をすすめる集い2017　12時半～15時　㋕

陸上自衛隊第９音楽隊コンサート　14時～16時　㋕
木育キャラバンin由利本荘（～５日）　４日10時～16時、５日９時～15時　㋐

秋田クボタ民謡フェスティバル　13時～　㋕
第63回由利本荘市水辺駅伝競走大会　９時半～　㋐

２日　ステータス2017　入場料あり　㋕
２日　科学フェスティバル　８時～19時　
２日～４日　本荘由利児童生徒美術展　９時～18時（４日15時まで）　㋕
３日　ORANGE RANGE LIVE TOUR 017-018　17時半開演　入場料あり　㋕
３日　冬の貝殻細工教室　10時～　㋐
３日　第20回全県ジュニアバドミントン選手権大会　８時～17時　 総

総

小松耕輔音楽兄弟顕彰　第25回由利本荘市民音楽祭
　　　　　　　   開場11時半、開演12時半　入場料あり　㋕

第66回本荘由利小中学校音楽祭　開場12時半、開演13時　㋕
ぽぽろCUP2017 for girls（～12日）　８時～18時　総

第140回秋田県種苗交換会（～６日）　㋕・総

月
火
水
木
金

土

日

月
火
水

木

金

土

日

月
火
水
木

㋕　休館日

㋐　　　休館日総

㋐　　　休館日総

第31回本荘生涯学習創作展（～26日）　９時～17時（26日は16時まで）　㋕
由利高校課題研究発表会　受け付け正午～、開会12時40分　㋕

㋐　休館日

㋕　休館日

年末調整説明会　①10時～、 ②13時半～　㋕

古典講座「更級日記」　13時半～15時　㋕
宝くじおしゃべり音楽館　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕
太極拳交流会　９時～16時　 総

本荘由利地区吹奏楽祭　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕
第10回マシンローイング選手権大会兼
第30回全国マシンローイング大会Ｂ秋田県大会　８時半～13時　㋐
ダブルス卓球大会（一般の部）　８時～16時　総

仁賀保高校吹奏楽部第40回定期演奏会　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕
ダブルス卓球大会（小・中の部）　８時～16時　総

第30回鈴木ピアノ教室チャリティーピアノコンサート　開場13時、開演13時半　㋕
第42回商工会バレーボール大会　８時～17時　総

第29回由利本荘市合唱祭　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕
秋のアート交流会（アート展示・～20日）　19日13時～17時、20日９時～15時　㋕
荘内ガス大感謝祭2017　９時～16時　㋐
第66回本荘由利秋季柔道大会・第53回武道錬成大会　８時～17時　 総

広報ゆりほんじょう 平成29年11月１日号

【本荘】本荘第一病院８階ラウンジ
　　　   11月24日㈮　13時～16時
【鳥海】笹子出張所※

※鳥海の移動図書館は、月に１回入れ替えして常設。

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城児童センター、（由利）＝由利図書館、（善隣）＝善隣館、（出羽）＝出羽伝承館

10時～15時30分

10時30分～11時30分

10時30分～11時30分

10時30分～11時

13時30分～15時

10時30分～11時30分

10時30分～11時30分

10時30分～11時

中央９㈭
23㈭

中央

由利
11㈯

16㈭ 岩城

中央

18㈯
中央

25㈯ 由利

出羽

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

秋田県よろず支援拠点サテラ
イト由利本荘（郷土資料室）

ヨミキカセ・ワールドワ
イド（お話室）

おはなし劇場（お話室）

専門家によるビジネスの無料相談

外国語による絵本の読み聞かせ　ほか

絵本の読み聞かせ　ほか

えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか

おはなし会

絵本の読み聞かせ　ほかおはなしのへや

民話紙芝居

絵本の読み聞かせ　ほか

出演：民話サークル

担当：あきた企業活性化センター
秋田県よろず支援拠点

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

出演：すずめの巣

出演：岩城図書館職員

10時30分～11時30分 中央
中古・中世日記文学で歩む
 「更級日記」古典講座（研修室１・２） 講師：鈴木 タキ さん

由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか 出演：民話サークル

中央図書館 14日㈫、28日㈫、30日㈭

由利図書館

出羽伝承館

23日㈭
７日㈫、８日㈬、13日㈪、20日㈪、24日㈮、27日㈪
※６日㈪は17時閉館

岩城図書館 ３日㈮、６日㈪、13日㈪、20日㈪、23日㈭、27日㈪

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
地
域
住
民
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
全
国
の
市
町
村

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
市
を
担
当

す
る
委
員
と
し
て
、
10
月
１
日
付
け

で
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
保
科
良
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
本
荘
地
域
・
再
任
）

○
遠
藤
勇
喜
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
本
荘
地
域
・
再
任
）

○
新
田
眞
紀
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
西
目
地
域
・
新
任
）

問
い
合
わ
せ

　

市
民
相
談
室　

☎
24
ー
６
２
５
１

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く

届
出
等
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

名
称　

ワ
ン
ダ
ー
グ
ー
・
ツ
タ
ヤ
由

　

利
本
荘
店

縦
覧
期
間　

平
成
30
年
２
月
10
日
㈯

　

ま
で

縦
覧
場
所　

商
工
振
興
課
内

※

コ
ピ
ー
料
金
は
有
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

商
工
振
興
課　

☎
24
ー
６
３
７
２

風
力
発
電
事
業
に
係
る

図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

 「
秋
田
由
利
本
荘
に
お
け
る
風
力
発

電
事
業
（
仮
称
）」
計
画
段
階
環
境

配
慮
書

事
業
者
名
称　

Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
㈱

実
施
想
定
区
域　

矢
島
町
城
内
ほ
か

縦
覧
期
間
・
場
所　

11
月
10
日
㈮
〜

　

12
月
11
日
㈪
・
生
活
環
境
課
、
矢

　

島
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

電
子
縦
覧
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.s

　

benergy.co.jp/
※

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見

　

は
、
12
月
11
日
㈪
ま
で
に
、
備
え

　

付
け
の
意
見
箱
に
投
函
し
て
い
た

　

だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
㈱
地

　

域
貢
献
推
進
部
（
東
京
都
港
区
東

　

新
橋
１
ー
９
ー
２　

汐
留
住
友
ビ

　

ル
14
階　

☎
０
３
ー
６
８
８
９
ー

　

２
０
３
７
）

 「（
仮
称
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
沖
洋

上
風
力
発
電
事
業
」
環
境
影
響
評
価

方
法
書

事
業
者
名
称　

秋
田
由
利
本
荘
洋
上

　

風
力
合
同
会
社

実
施
想
定
区
域　

本
市
地
先
海
域

縦
覧
期
間
・
場
所　

11
月
１
日
㈬
〜

　

12
月
１
日
㈮
・
生
活
環
境
課
、
西

　

目
総
合
支
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

　

岩
城
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

電
子
縦
覧
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.r

　

enovainc.jp/yurihonjo-offsho

　

re_w
ind_EIA.htm

l
※

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意
見

　

は
、
12
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
備
え

　

付
け
の
意
見
箱
に
投
函
し
て
い
た

　

だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送

　

し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会　

11
月
25
日
㈯　

17
時
20
分

　

〜　

カ
ダ
ー
レ
会
議
室
１
・
２

各
地
域
住
民
向
け
説
明
会

　

 【
西
目
】
11
月
８
日
㈬　

西
目
公

　

民
館
シ
ー
ガ
ル
、【
浜
ノ
町
】
11

　

月
９
日
㈭　

浜
ノ
町
公
民
館
、

　

 【
松
ヶ
崎
】
11
月
15
日
㈬　

松
ヶ

　

崎
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、【
石
脇
】

　

11
月
16
日
㈭　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、

　

 【
岩
城
】
11
月
24
日
㈮　

岩
城
会

　

館　

※

時
間
は
全
会
場
と
も
18
時

　

20
分
〜　

問
い
合
わ
せ　

㈱
レ
ノ
バ　

風
力
・

　

地
熱
事
業
本
部　

風
力
事
業
開
発

　

部　

野
田
・
小
林
（
東
京
都
千
代

　

田
区
大
手
町
１
ー
７
ー
２　

東
京

　

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
18
階
・
27
階　

☎

　

０
３
ー
３
５
１
６
ー
６
２
７
０
）

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」。
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
１
人
以

上
使
用
す
る
全
て
の
事
業
主
が
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
事
業
主
や
労
働

者
の
意
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
上
、

加
入
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
事

業
主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

早
急
に
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ　

秋
田
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室　

☎
０
１
８
ー

　

８
８
３
ー
４
２
６
７

と
う
か
ん







クイズの答え　Q1→３　Q3→３

小番　トモさん
須藤　幸夫さん
高橋　恵子さん
齋藤　友子さん
鎌田　次男さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）
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お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

２
回
発
行
の
本
紙
。
限
ら
れ

た
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
よ
り
多

く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
し

た
表
情
が
見
え
る
広
報
紙
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

り
続
く
雪
が
や
ま
ず
、
交
通

な
ど
が
大
混
乱
し
た
平
成
10

年
11
月
の
大
豪
雪
。
私
も
ま
だ
タ
イ

ヤ
交
換
を
し
て
お
ら
ず
、
準
備
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
早
め
に
準
備
し
て
冬
を
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

降
り
肉
の
す
き
焼
き
、
新
米

の
き
り
た
ん
ぽ
、し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
、
水
炊
き
、
ち
ゃ
ん
こ
や
お
で
ん

な
ど
、
温
か
な
鍋
を
囲
ん
で
一
家
だ

ん
ら
ん
。「
え
ひ
め
国
体
で
本
市
の

選
手
が
優
勝
!
」
と
い
う
話
題
も
食

卓
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る
一
品
に
。

小
野
さ
ん
に
は
遠
征
先
か
ら
ご
協
力

を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
蔵
）

（
髙
橋
）

月降霜

本
年
１
月
１
日
号
の
表
紙

応募総数は34通でした。 ありがとうございます。

斎藤美喜子さん
佐々木真澄さん
佐々木こずえさん
高橋　未帆さん
齊藤登喜子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（矢島地域）

（岩城地域）

（由利地域）

◇テーマ
◇掲載対象
◇写真の形式

◇募集期限 ㈫
◇応募方法

◇ご注意

◇応募先アドレス

◇問い合わせ先
☎

笑顔に感動。スポーツは素晴らしい!
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市
民
交
流
サ
ロ
ン
は
、
市
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の
ス
ポ
ッ
ト
、
お
い
し
い
逸
品
、
お
知
り

合
い
の
情
報
な
ど
を
広
報
課
（
☎
24
ー
６
２
３
６
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。   　

    ※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
と
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
は
巻
末
に
記
載
。

㈱
ニ
ッ
セ
イ
専
務
取
締
役

小 
松 

倫 

人

　

私
は
40
年
間
、
東
京
の
神
宮
外
苑

に
あ
る「
日
本
青
年
館
」を
職
場
と
し
、

二
代
目
と
三
代
目
の
建
設
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
８
月
に
完
成
し

た
の
が
三
代
目
の
日
本
青
年
館
で
す
。

　
「
こ
こ
に
ふ
る
さ
と
の
足
跡
を
残

し
た
い
」。
思
い
つ
い
た
の
は
、
ふ

る
さ
と
の
木
を
活
用
す
る
こ
と
で
し

た
。
中
学
・
高
校
の
同
級
生
で
あ
る

小
松
佳
和
君
（
本
荘
由
利
森
林
組
合
長
）

を
通
じ
、
楽
屋
な
ど
の
内
装
材
に
11

種
類（
桂
、栗
、欅
、桜
、杉
、栃
、橅
、楢
、

桐
な
ど
）
の
由
利
本
荘
産
材
を
採
用

し
ま
し
た
。
楽
屋
入
口
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
（
取
り
付
け

板
）
と
各
室
の
プ
レ
ー
ト
の
文
字
は
、

秋
田
と
つ
な
が
り
の
あ
る
方
々
が
筆

耕
。
世
界
に
類
の
な
い
楽
屋
の
誕
生

と
い
え
ま
す
。
由
利
本
荘
の
木
は
、

東
京
で
、
新
し
い
日
本
青
年
館
と
一

緒
に
歴
史
を
刻
み
続
け
ま
す
。

　

現
在
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
応

援
す
る
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

11
月
５
日
㈰
に
は
、
由
利
本
荘
出
身

の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
北
嶋
信
也
君
と

バ
リ
ト
ン
歌
手
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ

イ
タ
ル
に
日
本
青
年
館
ホ
ー
ル
を
無

料
で
提
供
し
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
の

前
に
楽
屋
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
カ
ダ
ー
レ
に
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
や
宝
塚
歌
劇
を
誘
致
し
て

お
り
、
今
後
は
日
中
青
年
交
流
で
知

り
合
っ
た
中
国
の
友
人
た
ち
と
の
コ

ラ
ボ
企
画
を
構
想
中
で
す
。
私
な
り

に
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を

模
索
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
※本市ふるさと応援大使の方から、活動の一端を      
　紙面でお伝えいただきます。     （不定期で掲載）

11種類の木を組み合わせた大型プレートのある楽屋ロビー

け
や
き

　

潟
保
さ
ん
は
５
年
に
わ
た
り
、

東
西
南
北
か
ら
見
た
鳥
海
山
の
姿

を
絵
に
描
い
て
き
ま
し
た
。

　

40
歳
か
ら
画
家
と
し
て
活
動
す

る
中
で
「
ど
こ
か
ら
見
る
鳥
海
山

が
一
番
な
の
か
」
を
描
き
比
べ
て

み
よ
う
と
立
体
地
図
を
自
作
し
、

全
方
位
か
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
を
開
始
。

男
鹿
市
や
山
形
県
真
室
川
町
、
飛

島
な
ど
へ
も
出
か
け
、
県
境
に
丁

山
地
が
連
な
る
南
東
側
か
ら
を
除

き
、
５
年
間
で
計
８
百
枚
を
超
え

る
作
品
を
描
き
ま
し
た
。

　
「
絵
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
た
り
、

地
域
の
人
と
話
を
し
た
り
す
る
中

で
『
鳥
海
山
は
ふ
る
さ
と
の
山
、

一
人
一
人
の
心
の
象
徴
だ
』
と
し

み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
カ
レ
ン
ダ
ー

は
地
域
を
離
れ
て
い
る
人
に
喜
ば

れ
て
お
り
、
や
り
遂
げ
た
達
成
感

が
あ
り
ま
す
」
と
笑
い
ま
す
。

　

11
月
10
日
〜
12
日
に
は
、
主
に

今
年
描
い
た
約
50
枚
を
西
目
公
民

館
シ
ー
ガ
ル
で
展
示
し
、
原
画
展

を
開
催
（
入
場
は
無
料
）。
潟
保
さ

ん
は
「
今
後
は
海
や
空
か
ら
見
る

鳥
海
山
を
描
き
た
い
」
と
創
作
意

欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

潟
保 

卓
雄

カ
レ
ン
ダ
ー
を
手
に
す
る

潟
保
さ
ん
。
後
方
が
鳥
海

山
の
立
体
地
図
。
カ
レ
ン

ダ
ー
は
ゆ
り
ぷ
ら
ざ
（
カ

ダ
ー
レ
）
な
ど
で
販
売
中
。
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レ
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手
に
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さ
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。
後
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が
鳥
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の
立
体
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カ
レ
ン

ダ
ー
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ゆ
り
ぷ
ら
ざ
（
カ

ダ
ー
レ
）
な
ど
で
販
売
中
。

制作中の「空から望む鳥
海山」は200号（約1.6㍍
×約2.6㍍）の大作。

海
や
空
か
ら
見
る

た
い
」
と
創
作
意

い
ま
す
。

制作中の「空から望む鳥
海山」は200号（約1.6㍍
×約2.6㍍）の大作。

制作中の「空から望む鳥
海山」は200号（約1.6㍍
×約2.6㍍）の大作。

ぶ
な

き
り

く
り

と
ち

古
里
へ
の
思
い
を
つ
づ
る
小
松
さ
ん

桐
な
ど
）
の
由
利
本
荘
産
材
を
採
用

し
ま
し
た
。
楽
屋
入
口
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
（
取
り
付
け

き
り

古
里
へ
の
思
い
を
つ
づ
る
小
松
さ
ん

古
里
へ
の
思
い
を
つ
づ
る
小
松
さ
ん

の
り

ひ
と

｢

ふ
る
さ
と
の
木｣

が
日
本
青
年
館
の
歴
史
を
刻
み
ま
す

鳥
海
山
は
「
ふ
る
さ
と
の
象
徴
」、
そ
う
実
感
し
ま
し
た


